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現在、軽度発達障害 〔学習障害 :Learning Di
sOrder(LD)・注意欠陥多動性障害 :Attention
Deficit/Hyperactivity Disorder(ADHD)0
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妄想様)を示 し、引きこもる  等
これらの困難な状況に対 して、三つの支援のポ
イントをまとめてみます。
(1) 卒業論文を仕上げるまでの契約を結ぶ
まず、学生と支援者が卒業を目標とした卒論作
成に最後まで取り組むことを約束 します。この先
困難なことがあっても必ず書 くという約束をし、
その上で支援者はできる限りのサポー トを行う契
約をするのです。卒論を書き上げる過程で、彼 ら
が本質的に持っている困難さに直面する可能性が
でてきます。その時にこれまでのようにうろたえ
パニックになってしまうのではなく、適応的に行
動 し解決 していくという望ましい自己像を築いて
いくのです。卒論という課題を学生と支援者が共
有 し、彼 らの困難さを二人の間の共通課題として
外在化させます。その中で彼 らは自分の問題を客
観的に捉え、対処方法を冷静に考えることができ
ます。つまり、自己理解をすすめる作業が行われ
ているのです。卒論作成は大学生活の締めくくり
として、また将来の社会的自立に向けたよい課題
といえるでしょう。
学生には、「自分は卒論を書 く」 というはっき
りした目標を持つこと、そして、それを持ち続け
る努力をすることを常に意識させる必要がありま
す。卒論のテーマを決める時や、段階的な課題を
解決していく時、ややもすれば学生は大きな目標
を忘れ、課題に取り組むことを引き延ばしたり、
だんだん目標からずれていってしまったりしまい
がちです。このような場合、支援者は学生に、そ
のようになっている自分への自覚を促す話し合い
をし、本来の目標に軌道修正をしていきます。
このような支援は、卒論が仕上がる直前まで行
われます。学生は少しのストレスで精神的に動揺
してしまい目標への努力が停止してしまいます。
たとえば、ゼミで、「この点については調べなかっ
たの?」と言われると、それだけで無力な自分を
責められたように感じ、質問の意味が理解できず
にうろたえパニックになり、卒論が書けないと諦
めてしまいます。あるいは、後悔の念ばかりが′い
を占めることもあります。さらには、「卒論のテー
マを変えれば解決する」と、これまで積み上げて
きたことをご破算にしようとしたりします。支援
者は、彼らの目標への意識を常に目覚めさせ、継
続して取り組むよう自覚を促す必要があります。
(2) 長期的な支援
長期的な支援には、(a)漠然とした疑問や発想
を確実に結果の出るテーマにしていく,(b)卒業
論文を仕上げるということについて、大まかな活
動を時系列で把握するという2点があります。学
生がテーマに選ぶものは、自分の中の小さな疑問
や発想から出発しています。それは彼ら特有の内
的動機から生じている性質上、ユニークな点に気
づいたと高い評価を受けることがあります。とこ
ろが、学生にとってそれを客観的、科学的に組み
立てて論じる作業は、自分にとって意味のないこ
とである場合が多いのです。むしろ、自分が大切
にしたいと思う重要な部分が、消されていくよう
な違和感をもつこともあるようです。
<事例 :Aさん>
資料や参考文献を見ても、その人が書いた文
章を自分もその人と同じように百パーセント考
発達障害学生の理解と修学支援ついて
えているのかと疑間に思う。でも、エッセイの
ようになるのは、私的で駄目なような気がする。
直感でテーマが生まれたせいか、淡々と論じて、
へんに収まってしまうのは違う感じがする。
<事例 :Bさん>
文章にしていくよりも絵や図で書いた方が簡
単。ぱっと見た感じで理解できるし表現できる。
それをどうして言われると、ものすごくつまら
なくなる。先生には絵で描いたのを持っていっ
てそれを文章にしてもらう。先生は、淡々と
「これは何で?」「これはこうして書いて」と言っ
てくれる。私としてはつまらなくなるし、私が
したかったことではないと感じる。
このような場合、まず彼らの卒論への動機を十
分に聞きます。彼らがテーマにしたかったことは、
彼ら独特の視点であり世の中への関心の示し方で
もあります。そこから見えてくる彼らの内的世界
を支援者自身も気持ちを沿わせて捉えてみると、
彼らが自分の内的世界と社会生活の狭間で感じて
いる気づきや疑間が見えてくることがあります。
そこに支援者が自己一致しながら聞いていくと、
学生は共感的に受け止められたという感覚を持ち
ます。このことは彼らの大きな自信になります。
このような過程を経て、学生はようやく卒論と
いう作業を、自分のこだわりから少し解放された
ところで受け止めていきます。テーマが論文とし
て形を整えていくために、何をしていかねばなら
ないかのかを学3劫らヽの準備ができたといえるでしょ
う。指導教官との連携ができる学生は、学生の困
難さを伝えます。学生本人の了解を求め、誰 (本
人あるいは、支援者)が、どのような伝え方をす
るか (診断名を告げるか、別の説明の仕方をする
か)という点についても具体的に話し合います。
<Cさんの指導教員の言葉>
Cさんは、漠然とした疑間を明らかにするた
めにどのような手続きで論文を書いていったら
よいのかわからなかったようなので、「疑間は
疑問としてわかるが、テーマをできるだけ絞っ
て小さくてもいいから確実に結果を出すのが論
文だ」と終始伝えるように努めました。課題を
話し合い、日を決めて研究室に結果をもってく
るように言いましたが、課題ができないと来な
いので、会う約束をした日には課題ができてい
なくても来るようにと約束をし直しました。手
取り足取りの指導になりました。
卒論の進め方は、指導教官や専門分野によって
異なる場合があります。学生と支援者はず緒に大
まかな計画を確認します。ゼミの日程と個別に指
導を受ける日程をカレンダーに書き込み、卒論を
仕上げるというプロセスを継次的に捉えるように
していきます
(3) 短期的な支援
実際の日常的な支援は、週一回のペースで定期
的に行います。大き分けて、(a)より具体的で実
際的な行動へのアプローチと(b)突発的な気分の
揺れに対するカウンセリングがあります。学生は
相談日を忘れたり、間違えたりすることがありま
す。面接の枠組みが定まらなくても、支援者は、
「遅れてもいいから来る」「忘れたことに気づいた
らすぐに連絡をする」ことを約束し、学生とのつ
ながりが切れないようにします。短時間でもかま
わないので、短い周期で時間を決めて面接を継続
していきます。より具体的で実際的な行動へのア
プローチは、学生の特徴によってさまざまなケー
スが考えられます。期日を守るとか、忘れないよ
うに手帳に書く、あるいは携帯電話に登録してア
ラームがなるようにしておくとか、指導教官から
の課題の指示を記録するなど、ワーキングメモリー
の問題を補うための方法を学生と一緒に取り決め
ます。これまでどのような方法で失敗してきたか、
どのような方法だったら成功したかを聞き、本人
が一番やりやすい方法を考えていくのです。
<Dさんがパニックになったとき>
指導教官に会う約束の時間に間に合わなかっ
たとき、頭の中に一気にたくさんのことが出す
ぎて処理できない。場所とか人とか状況とかが、
コラージュのように一気に浮かんでくる。ボロ
ボロでてきて自分の行動しがちな方向にかき混
ぜられていく。我慢がきかなくなる。
このような感覚を持つ学生に支援者は、彼らの
制御しがたい情動をわかり、そのようになったと
きどうすれば適切な行動をすることができるかを
一緒に考えます。こだわりを抑えて行動するとか、
失敗したときのパニックをコントロールするのは、
かなりのエネルギーを使うようです。まさに自分
との葛藤です。気になるところがあると先に進ま
ず、さらにこだわって追求したくなるというDさ
んは、次のような手段で解決したといいます。
<Dさんの対処法>
卒論で言葉の言い回しが気になり始めました。
どんどん言葉のニュアンスにこだわり、先に進
めなくなったので、パソコンの画面でインター
ネットを開いて言葉の検索をし気分転換をしま
した。卒論のページをいったん縮小させるのが、
私のこだわりを縮小させることにつながりまし
た。気持ちの切り替えができたら、卒論の画面
を拡大して卒論作成に戻ることができました。
頭の中で、映像としてコラージュのように一気
に浮かんでくるものを、いきなり順序立てて整理
するように言っても実際的ではありません。映像
として一つずつ縮小して、順番に並べ直す作業を
していけばよいのです。このように対処法は非常
に個別的です。困難さを共有し、その学生に合っ
た方法を一緒に考えていく支援が必要です。
<終わりに>
発達障害学生の様々な困難さは生活全般にわた
りますが、大学生活のごく一部である卒業論文を
めぐる中でも、発達障害学生の困難さを際だたせ
る問題が見えてきます。卒業論文を仕上げるとい
う過程で、彼らが本質的にもっている生きにくさ
に直面する場面があるのです。発達障害学生への
援助は、①心理療法、②行動マネージメント、③
大学の援助システムの構築の三点に集約されるで
しょう。彼らのこれまでの 「生きにくさ」を言語
化する場は、何よりも大きな意味を持ちます。ざ
まざまな困難さがあったとしても、その中でも
「よりよく生きたい」という願いをもって、自分
なりに努力してきたことを確認する作業でもあり
ます。そして、これまでうまくいかなかったけれ
ど、今後もそのような結果にしかならないのでは
なく、必ずうまくいく方策はあることを伝えます。
つまり、「自分の人生」に対する肯定感と、未来
への希望を話し合いの中で見いだしていくのです。
行動マネージメントは、お互いの信頼関係と自分
発達障害学生の理解と修学支援ついて
に対する希望が失わなければ、根気強く継続的に
おこなうことで、比較的容易におこなうことがで
きるようになります。
最後に、これからの課題として考えなければな
らないのは、③大学の援助システムの構築に関す
ることになります。前述したように、障害学生へ
の修学支援は、そのほとんどが視覚障害、聴覚障
害、身体障害に対象が限定されており、発達障害
学生への支援はその他の障害に準じる形で示され
ているだけで、本来の特性に応じたきめ細やかな
支援について検討されてはいません。おそらく、
入学後に諸手続に始まって、履修届けの提出、授
業の選択、それぞれの授業形態に即した受講態度
から、日常的な生活に関することなど、学生が困
難さを感じる機会が大学生活にはあS、れています。
まずは、「軽度発達障害」についての啓蒙を図
り、これまでの障害学生の支援システムの対象を
拡げることが必要です。他の障害学生の理解 ・啓
蒙と同様のスタイルで支援が進む性質のものでは
ないかもしれませんが、少なくとも、そのような
内的世界を持つ人が存在するということ、その困
難さは目には見えないけれど、存在に関わるほど
の重大なものであることは理解可能でしょう。大
学教育全体に関わる問題として捉え、すべてのシ
ステムを見直していくことを期待したいと思いま
す。
現在のところ、障害告知を受けた学生が入学し
てくることは少ないのですが、近い将来、小 0中・
高等学校の段階で診断を受けた人が入学してくる
ことになるでしょう。これまでの障害学生の入学
に準じた対応だけでは、彼らの障害特性に応じる
ことはできないと思われます。筆者は学生相談の
立場から、発達障害学生の支援の一端を担い、不
可分であり連動するべき大学教育と学生支援の体
制づくりを提言していきたいと考えています。
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